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要約 : カリブ海地域における農業の担い手は 少数の企業的大規模経営と圧倒的多数の小農に分化してい
る そして 当該地域の小農の自給的営農から商品生産的営農への展開可能性についての実証的定量的分
析は少ない 本稿では はじめに ドミニカ共和国のパルセラと呼ばれる小農の実態調査結果を素材に
主成分分析などを用いて農家の営農類型区分を行い 流動財依存型 労働依存カボチャ型 労働依存コショ
ウ型 自給型の .類型を抽出した つぎに 営農類型ごとに粗生産額に対する生産諸要素 耕地面積 総労
働時間 物財費 の寄与の程度 地目構成 作物家畜構成 労働力構成 労働手段保有状況などを分析し
た これらの検討から 全体としては自給的性格が強く 生産諸要素の機能を表示する投入産出関係が不明
確な いわば同質の営農類型のようにみえるパルセラのなかにも 商品作物の導入を図り 積極的に経営
改善を目指す農家がエンブリオ 萌芽 的存在ではあるが確認できた これら商業的農業に向けたエンブリ
オの育成がこれからの課題となる
キワド : ドミニカ共和国パルセラ農業営農類型 新作物 在来の作物 商業的農業に向けたエンブ
リオ

I は じ め に
カリブ海地域における農業の担い手は 少数の企業的大
規模経営と圧倒的多数の小農に分化しているが 当該地域
の小農の自給的営農から商品生産的営農への展開可能性に
ついての実証的定量的分析は少ない 本稿ではドミニカ
共和国のパルセラ注+と呼ばれる小農の実態調査結果を
素材に はじめに 主成分分析などを用いて農家の営農類
型区分を行う つぎに 営農類型ごとに粗生産額に対する
生産諸要素の寄与の程度 地目構成 作物家畜構成 労
働力構成 労働手段保有状況などを分析する これらの検
討から パルセラ農業の商業的農業への展開可能性につ
いて考察する
なお 定性的な事例分析も重要であるが 本稿では紙面
の都合上割愛した
, 全対象農家の投入産出関係
はじめに 分析対象のパルセラ全体を一括した投入産
出関係の定量分析を試みる 分析素材は国際協力機構 以
下 JICAがドミニカ共和国のヤマサ郡シエラプリエッタ
地区で実施していた ドミニカ共和国山間傾斜地農業開発
計画 の対象地区で筆者が JICAの協力を得て実施した農
家のサベイデタである
対象農家について粗生産額注,と販売額および自家消費
額との相関関係をみると 表 +に示すように 自家消費額
の *.3,+3に対比して販売額は *./0/+に留まっているす
なわち 当該地域のパルセラ農業は自給的性格が極めて
強く 商品生産的性格が弱い
つぎに粗生産額を従属変数 生産要素を示す耕地面積
総労働時間 PMWU注- 物材費を独立変数とした対数線
形型の回帰モデルを設定し 各生産要素の寄与の程度を推
定する
logYa	b+logX+	b,logX,	b-logX-
Y : 粗生産額 RD
 a : 定数 b+, b, , b- : 係数
X+ : 耕地面積 tasX, : 総労働時間 h X- : 物財費 RD

なお + tas0.,3a, RD
US
*.*- ,***年 である
その結果 表 ,に示すように粗生産額の大小に対する寄
与率は総労働時間でわずかに認められるだけで耕地面積と
物財費ではなんらの寄与も認められないようにみえる た
だし 決定係数は *.+.+2と低い
以上のように 対象農家を一括した分析からは 当該地
域のパルセラ農業は自給的性格が強くて商品生産的指向
が貧弱なこと 粗生産額の増大が いわばはだかの労働に
依存して耕地面積や資本財に依存することの少ない営農が
大勢を占めていることを窺い知ることができた
- 営農類型区分と投入産出関係
つぎに 総体としては自給的性格が濃厚なパルセラの
なかから商業的農業を目指しているパルセラのグルプ
を抽出するために 粗生産額に占める主要 +2作目の構成
比を素材として主成分分析を行い その第 +主成分 寄与
率 ++ と第 ,主成分 寄与率 3 を用いて営農類型区
分を行った +2作目はグレプフルツやオレンジなどの
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柑橘類ココナツカカオアボカドコショウパッショ
ンフルツ カシュナッツ コヒ マンゴ バナ
ナ キャッサバ カボチャ グァンドゥル豆 トウモロ
コシ アビチュエラ豆 米 サツマイモ 畜産物である
なお 前記 JICAのプロジェクトはコショウの導入普及
を柱に進められていた
表 -が示すように 第 +主成分のプラスには多年生作
物 マイナスには一年生作物と畜産物がでてきている 第
,主成分のプラスにはカボチャ グァンドゥル豆 アボ
カドなど マイナスにはキャッサバ サツマイモ コショ
ウがでてきている 以上の第 +主成分と第 ,主成分を用い
て .つの作目構成に分類し 各類型ごとに前記モデルによ
る投入産出関係を計測した その結果の概要は下記の通り
である
a 第 + 第 ,主成分ともプラスの農家グルプ
この農家グルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が
*.,+2* 総労働時間が*.+.2/で いずれも有意な値では
ない 表 .ところが物財費は *..2+.で +*水準で有意
表 + 粗生産額と販売額及び自家消費との相関関係 対象農家全体
表 , 粗生産額を従属変数とした回帰分析 対象農家全体
表 - 粗生産額構成比の主成分分析結果 因子負荷量
三簾130
である 決定係数は *.++.-と低い そこで この農家グ
ルプは 粗生産額の増大に物財費の寄与が認められるこ
とから流動財依存型 農家構成比 : ,,以下同様に類
型化した
b 第 +主成分がマイナス 第 ,主成分がプラスの農家
グルプ
このグルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が *.+-3.
物財費が *.*.+.で いずれも有意な値ではない 表 / と
ころが総労働時間は *..30,で +水準で有意である 決
定係数は *.,1,3と低い そこで この農家グルプは 粗
生産額の増大に総労働時間の寄与が認められることと 第
,主成分プラスの作目のなかで当地域の商品作物として有
望なカボチャに注目して労働依存カボチャ型 -. に類
型化した
c 第 +主成分がプラスで第 ,主成分がマイナスの農家
グルプ
この農家グルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が
*.*+-0 物財費が*.,++0で いずれも有意な値ではない
表 0 ところが総労働時間が *.0*-.で /水準で有意
である 決定係数は *.+02-と低い そこで この農家グ
ルプは 粗生産額の増大に総労働時間の寄与が認められ
ることと 第 ,主成分マイナスの作目のなかで有望な商品
作物として普及がはかられているコショウに注目して労働
依存コショウ型 ,. に類型化した
d 第 + 第 ,主成分ともマイナスの農家グルプ
この農家グルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が
*.+..0総労働時間が *.+32.物財費が*.*/*+でいずれ
も有意ではない 表 1 決定係数は零 そこで この農家
グルプは 粗生産額の増大に生産諸要素の機能が全く認
められず また商業的農業への指向が全くみえないことか
ら自給型 ,* に類型化した
. 営農類型の特徴
 流動財依存型グルプ
この営農類型に属する農家は ,+戸で 全体の ,,を占
めるうち新規入植者は 0戸 ,3で .類型のなかでは
その割合が最も少ない この農家グルプでは 自然立地
条件を熟知した既存の農家が多いことが物財費を活用した
商業的農業への取り組みに有利に働いているものと考えら
れる
平均家族員数は 0./人 稼働員数 労働能力換算 は ,.3
人である このグルプの経営主の全てが妻帯者である
このことは農業生産 経営をより安定的に運営するのに役
立っていると思われる
表 . 粗生産額を従属変数とした回帰分析 流動財依存型農家
表 / 粗生産額を従属変数とした回帰分析 労働依存カボチャ型農家
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教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は僅かに -.3年である それでも全体の
平均である ,.3年を大きく上回っており ほかの -グル
プよりも長い 一方 非識字者は /名おり おおよそ .人
に +人程度である
この農家グルプの +戸当たり所有地面積は 0,.* tas
で 農家グルプのなかでは最も広い しかし 荒廃地面
積も ,*.- tasと全体の -分の +を占めている すなわち
所有面積は大きいが土地条件の厳しい農家が多いといえよ
う 土地利用では耕地面積が ,3.* tasで 畑地と樹園地の
割合は 0 : /で畑地がやや上回っている ついで牧草地が
+*.+ tas, 植林地が ,.0 tasの順となっている したがって
荒廃地は多いが 全体としては畑地と樹園地のバランスが
とれている
農家 +戸当たりの保有農具はブッシュナイフが +.-- 鍬
*.10ツルハシ *.-2掘棒 コア *..2ハンマ *.**スコッ
プ *.,. 斧 *.+*となっており いずれも人力農具である
農家の栽培作物数についてみると この農家グルプが
最も多く 1.-種類である とくに多い作物は柑橘類とココ
ナツであり それぞれ柑橘類は 3* ココナツは 10の
農家が栽培している さらに コヒ カカオ マン
ゴカシュナッツバナナは半数以上の農家が栽培し
多様な多年生作物を生産していることが示された 一方
一年生作物では グァンドゥル豆やキャッサバは自給用
作物とし カボチャを商品作物として栽培している
経営類型についてみると 複合経営が +0戸で 1+を占
めて最も多い ついで 準単一経営が /戸 柑橘類とマン
ゴが各 ,戸ココナツが +戸ココナツを主作物とする
単一経営が +戸であった 畜産では 全戸で鶏を放飼いし
ている その他 牛と豚を 0*以上の農家が飼育し 乳牛
は ,戸で飼育されている
+戸当たりの粗生産額は RD,*,***で農家グルプの
なかでは最も多く 平均の +./倍である これを部門別に
みると 多年生作物が RD+/,*** 1- 一年生作物が
RD-,*** +/ 畜産物が RD,,*** ++ の順とな
り 多年生作物の粗生産額が多い
前述のように 当該農家グルプでは生産要素のなかで
物財費が粗生産額の増大に寄与している 物財費の内訳で
は購入肥料の割合が大きい すなわち 本類型のなかでは
購入肥料などの資本財を活用して商品生産的営農を指向す
るパルセラが エンブリオ的存在ではあるが芽生えてい
ることが確認できるのである そして 彼らが在来の作物
であるカボチャを主要作物の一つとして選択していること
は注目すべきである
 労働依存カボチャ型グルプ
この営農類型に属する農家は -,戸で 全体の -.を占
めている 新規入植者と既存農家は半数ずつである
平均家族員数は 0.3人 稼働員数は ,.1人 労働能力換
算 である 家族員数に対比して稼働員数が多い理由は
男子の割合が高いこと 中堅層の労働力を多く保有するた
めと考えられる 婚姻関係をみると 全ての経営主が既婚
または同棲で家族を形成している このことは流動財依存
型同様に 農業生産 経営をより安定的に運営するのに役
立っていると思われる
教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は -.+年である この就学年数は義務教
育の低学年を終了した程度である 一方 経営主のなかで
非識字者は 2名おり 流動財依存型と同様 .人に +人が
非識字者である
表 0 粗生産額を従属変数とした回帰分析 労働依存コショウ型農家
表 1 粗生産額を従属変数とした回帰分析 自給型農家
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この農家グルプの +戸当たり所有地面積は /,.. tas
で 地域の平均に等しい また 畑地面積がわずかに少な
いが 樹園地 畑地 牧草地 荒廃地がほぼ均一に分散し
ている さらに 植林地は流動財依存型と同水準の ,.2 tas
である
農家 +戸当たりの保有農具はブッシュナイフが *.23 鍬
*.03 ツルハシ *.0- 掘棒 *.-2 ハンマ *./0 スコップ
*..1 斧 *.,,となっており さきの流動財依存型グルプ
と同様にブッシュナイフを中心とした人力農具である
栽培作物数についてみると この農家グルプでは /./
種類であり 多様であるといえる 特記すべき作物はない
が 半数以上の農家で栽培している作物は 柑橘類 カボ
チャ グァンドゥル豆 トウモロコシである 一方 コ
ショウについては半数の農家が育成段階であり .農家グ
ルプのなかでは新作物のコショウに対する反応は最も鈍
い その意味では この農家グルプは食料作物を主体と
して そのなかから商品となりうるカボチャなどの作物を
選択した農業経営が営まれているといえる 畜産では鶏が
30の農家で飼育されている その他 移動手段としての
馬の他豚牛が半数以上の農家で飼育され -戸で乳牛が
飼育されている
経営形態をみると 地目バランス面からも明らかなよう
に ,-戸 1+ が複合経営である しかし 単一経営も
/戸存在し その主作物の内訳は柑橘類 バナナ グァン
ドゥル豆 アビチュエラ豆 米が各 +戸ずつであり バ
ラエティに富んでいるまた準単一経営は .戸であり
主作物の内訳はカボチャが ,戸 グァンドゥル豆と柑橘
類が各 +戸である
+戸当たりの粗生産額は RD+0,3**で第 ,位である
これを部門別にみると一年生作物が RD3,.** //
畜産が RD /,+** -* 多年生作物が RD ,,.**
+. である すなわち 労働依存カボチャ型には多様性
はみられるが 一年生作物の粗生産額が多く 畜産が従で
ある この農家グルプのなかは極めて多様な農家が含ま
れ 販売作物も多様であるが 一年生作物が重要な位置を
占めている
前述のように 本農家グルプでは生産要素のなかで総
労働時間が粗生産額の増大に寄与している すなわち 本
農家グルプのなかではカボチャ グァンドゥル豆など
の一年生作物に重点をおいて ブッシュナイフ 鍬や掘棒
といった人力農具を いわばはだかの労働に依存しながら
商品生産的営農を指向しているパルセラが確認できるの
である
 労働依存コショウ型グルプ
この営農類型に属する農家は ,-戸で 全体の ,.を占
めている この営農類型の新規入植者は +*戸である
平均家族員数は 0.1人で最も多いが 稼働員数 労働能
力換算では ,./人で前述の流動財依存型労働依存カボ
チャ型よりも低い その理由は 女子の割合が高いこと
子供が多いことが考えられる 当該地域は比較的首都に近
く 出稼ぎの条件に恵まれている したがって 農業から
の収入が少ない場合は 現金収入を求めて成人男子が出稼
ぎを指向し 結果的に農村に女子が残っていると考えられ
る 婚姻関係をみると未婚者が +戸あり 労働力構成が脆
弱な農家が存在しているようである
教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は -.-年である しかし なかには唯一
の大学卒業者も含まれている一方非識字者も /名おり
類型内の教育水準のバラツキも大きいといえよう
この農家グルプの +戸当たり所有面積は /-./ tasでほ
ぼ地域の平均に等しい 地目別面積では 牧草地が 0.* tas
と最も少なく 荒廃地も 3./ tasと少ない したがって 見
かけ上は土地の有効利用が図られているようにみえる な
かでも樹園地が -3を占めており多年生作物に偏った
土地利用形態であるといえよう
農家 +戸当たり保有農具はブッシュナイフ +.+. 鍬
*.12 ツルハシ *.1/ 掘棒 *.-+ ハンマ *.,/ スコップ
*.,, 斧 *.+-である このグルプでもブッシュナイフが
中心であるが ツルハシの本数が多いことが注目される
栽培作物数についてみるとこの類型は /.0種類であり
労働依存カボチャ型グルプとほぼ等しい しかし 栽培
作物では多年生作物が中心で 柑橘類 ココナツ カカオ
カシュナッツ バナナが半数以上の農家にみられる ま
た このグルプでは全戸のコショウがすでに成木とな
り 生産が始まっている すなわち この農家グルプは
早い時期からコショウの導入が進み その効果が現れつつ
ある 一方 一年生作物ではキャッサバ以外の作物を栽培
する農家は少ない また 鶏以外の家畜はほとんど飼育さ
れておらず 乳牛は飼育されていない
経営形態についてみると 複合経営が 0/で最も多い
しかし コショウの単一経営が +戸存在する 一方 準単
一経営は 1戸あり その内訳は柑橘類 カカオ バナナが
各 +戸 残り .戸は新規作物のコショウである これらは
いずれも多年生作物であり とくに新導入作物のコショウ
に特化する傾向がみられる
+戸当たりの粗生産額は RD2,3**で .農家グルプの
なかでは最も低い 部門別では 多年生作物が RD0,-**
1+ 一年生作物が RD+,3** ,+ 畜産物が RD
1** 2であり多年生作物が 1*以上を占めている
前述のように 本農家グルプでは生産要素のなかで
総労働時間が粗生産額の増大に寄与している すなわち
本農家グルプでは 脆弱な労働力構成のもとで多年生に
偏った粗放な土地利用 低い粗生産額がみられる一方 柑
橘類 ココナツ カシュナッツなどの多年生作物と
JICAプロジェクトで取り上げて普及を図っているコショ
ウを新たに導入し ブッシュナイフ 鍬や掘棒といった人
力農具を用いたはだかの労働に依存しながら商品生産的営
農を指向しているパルセラも出てきているようである
 自給型グルプ
この類型に属する農家数は +3戸で 全体の ,*を占め
ている 新規入植者は約 -分の ,に当たる +-戸であり .
類型のなかでは最も高い割合を占めている
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平均家族員数は ..0人で 最も少ない その理由は ,名
の独身者と ,名の未亡人が含まれており 高齢者あるいは
若い新規入植者が多いためと考えられる 稼働員数 労働
能力換算 は ,.-人で 他の類型より少ない
教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は ,.0年であり 地域全体の平均である
,.3年を下回っている また 非識字者は 0名で -人に +
人の割合となっている
この農家グルプの +戸当たり所有地面積は -2.0 tasで
最も小さい 地目別面積の内訳では畑地が 1./ tasと少な
く 樹園地が ++.+ tas, 牧草地が ++.1 tasでほぼ等しい ま
た荒廃地は極めて少なく /.3 tasで 土地利用率は高い
+戸当たりの保有農具は他の営農類型と同様に ブッ
シュナイフ *.1,と鍬 *.03が中心であり 他に掘棒が *.--
スコップが *.+,ハンマが *./*で農具の種類も少ない
栽培作物数についてみると ..*種類と流動財依存型グ
ルプのおよそ半分である 半数以上の農家が栽培してい
る作物は新規に導入されつつあるコショウを除いては
キャッサバのみで 以下柑橘類が .1を占めるに過ぎな
い 一方 豚 鶏などの畜産を経営のなかに取り入れてい
る農家の比率は .*と高い とくに鶏は +2戸で飼育さ
れ 他の類型同様重要なタンパク源となっている 一方
馬と牛が半数以上の農家で飼育されていることが特徴とし
てあげられる しかし 大家畜を飼育する高齢者農家と
大家畜を飼育しない若年新規入植者に二極化しているとい
えよう
経営形態についてみると 複合経営が 3戸で .1を占
め 最も多い ついで 単一経営が 1戸 -1 準単一が
-戸 +0である単一経営の主作物の内訳はキャッサバ
が +戸 コショウが 0戸である また 準単一経営では
キャッサバが ,戸 コショウが +戸である これらをみる
と 新規導入作物のコショウと主要食料作物のキャッサバ
である したがって 今後成長しようとする農家と高齢者
の農家が混在した状態を示唆しているものと考えられる
+戸当たりの粗生産額は RD+0,***で第 -位である
これを部門別にみると一年生作物が RD.,1** .*
畜産が RD.,0** .* 多年生作物が RD,,-**
,*であり一年生作物と畜産の両部門が複合経営の基
幹となっているといえよう
前述のように 本農家グルプでは粗生産額の増大に生
産要素のいずれの寄与も認められない すなわち 商業的
農業への指向が投入産出関係のなかでは全く認められな
い それだけに当該農家グルプに該当するようなパル
セラについては 営農的支援だけではなく食料自給を含
めた生活安定に向けた支援が必要であろう
/ ま と め
本稿では ドミニカ共和国のパルセラと呼ばれる小農
の実態調査結果を素材に 主成分分析などを用いて営農類
型区分を行い 営農類型ごとに検討を重ねて 結果として
下記の .点が導かれた
第 +に 総体としては自給的性格が強くて 商業的農業
への指向があいまいにみえるパルセラの農業のなかに
も 人力農具を駆使した労働と さらになかには購入肥料
などの資本財を活用して商品生産的営農を指向してきてい
るパルセラがエンブリオ的ではあるが 芽生えてきてい
ることが確認できた
第 ,に 当該地域では 多種類の多年生作物と多種類の
一年生作物 それに小規模養畜からなる多様な作目構成を
特徴としている パルセラはそれらのなかから市場に向
けた主要作物として JICAプロジェクトで普及を図ってい
るインド起源のコショウだけではなく 中南米起源のカボ
チャなどの在来の作物を自発的に選択してきている点は重
視すべきである ただし その場合コショウとカボチャの
間には植物病理的に敵対関係の存在がプロジェクト専門家
によって指摘されている それだけに 作物選択と生産計
画のなかで両作物の棲み分けが課題となるであろう
第 -に これまでの分析結果が示すように 類型区分に
利用した主成分分析の寄与率や粗生産額と生産諸要素の回
帰分析結果の決定係数の数値がきわめて小さい 先進国な
どの 交換経済に対応した経営方式がすでに定着普及し
た農業においては 同様な分析結果から得られるパラメ
タは安定したものになるであろう ところが 本稿が対象
としているように 混沌とした自給的農業から商業的農業
に向けてテイクオフする出発点においては 必然的にパラ
メタは低くならざるを得ない 小さくても有望な芽を選
別し それらを育てることが肝要であると考える
第 .に 今後の課題としては エンブリオ的存在のパル
セラの事例分析と商業的農業を指向するパルセラの財
政的技術的支援の方策が重要であろう
脚注および注
注+ パルセラとは一般には分割地農民を示すが 現地ではミニ
フンディオ 小農のことをパルセラと呼んでいる本稿で
は パルセラをドミニカ共和国のミニフンディオの総称と
して用いる
注, 粗生産額は対象農家が販売したそれぞれの作物販売単価を算
出し農家毎に総生産量 販売量と自家消費量に乗じて算出
した また 自家消費のみの場合は他の農家の平均単価を自
家消費量に乗じて算出した
注- 総労働時間はドミニカ共和国農業銀行発行資料の基準値 +本
当たりあるいは +kg当たり労働時間 に対し 栽培本数 単
収をもとに年間総労働時間を算出した
総労働時間+本当たり労働時間単位面積当たり栽培本数面積
+kg当たり労働時間単位当たり収量栽培面積
これは米国で用いられている Productive Man Work Unit
に相当する
なお畜産については放し飼いであるため算入していない
参考引用文献
+ Asociacion de Agricultores de La Estancia, +33-. Esta-
tutos Asociacion de Agricultores de La Estancia.
, Carlos Dore y Cabral, +32+. Reforma Agraria y Lunches
sociales en la Republica Dominicana +300+312, ISBN.
- Dore Cabral, C., +32, : Problematica de la Estructura Ag-
raria Dominicana,+300 +312. Editora Taller. ,da. Edicion.
Biblioteca Taller No. ++,. Santo Domingo, Re-publica
三簾134
Dominicana.
. E.U. Agency for Internacional Development (AID)/Re-
publica Dominicana., +310. Statistical Data Book, Santo
Domingo.
/ LOZANO, W., +32.. El Reformismo Dependiente. Editora
Taller, Santo Domingo, Republica Dominicana.
0 O$cina Nacional de Estadistica,+33. Cifras dominicanas
+33..
1 O$cina Nacional de Estatistica, Republica Dominicana,
+32,. 1mo. Cenxo Naciional Agropecuario +32,.
2 O$cina Nacional de Estatistica, Republica Dominicana,
+33.. Indicadores Basicos diarios Segundo Trimestre +33-.
3 O$cina Nacional de Estatistica,Republica Dominicana,
+33/. Indicadores Basicos diarios Segundo Trimestre +33/.
+* Santana, S., +311. Actualidade y .
ドミニカ共和国における小農経営の営農類型 135
Classiﬁcation of Small Farm Households
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Summary : Agriculture in the Dominican Republic consists of a large number of small farm house-
holds called “parcela” and a few big, corporate farms called “hacienda”.
The purpose of this study is to determine the shifting probability from subsistence farming to
commercial farming based on the survey data of ninety-six “parcelas” in rural of shifting areas near
Santo Domingo.
The results of this study are summarized as follows ;
+. The study found no correlation between input and output for the reason that “parcelas” are
subsistence farm households. The standard partial regression coe$cient of land, PMWU (Productive
Man Work Unit) and its cost are respectively *.+,,, ( t value : *.3/.2), *./-+0(ditto, ,./-+2) and *.*,,-
(ditto, *1-,/).
,. Ninety-six “parcelas” are classiﬁed into four groups according to the score of the ﬁrst principal
component and the second principal component.
+) First group includes twenty-one “parcelas”, named the circulating goods type. Although
coe$cient of determination is low, the standard partial regression coe$cient of cost shows that a
signiﬁcant level is +.
,) Second group includes thirty-two “parcelas”, named high-labor cultivation of pumpkin. Al-
though coe$cient of determination is low, the standard partial regression coe$cient of PMWU shows
that a signiﬁcant level is /.
-) Third group includes twenty-three parcelas”, named high-labor cultivation of pepper. Al-
though coe$cient of determination is low, the standard parcial regression coe$cient of PMWU shows
that a signiﬁcant level is /.
.) Forth group includes nineteen “parcelas” named self-su$ciency type. Coe$cient of determi-
nation is *.
This study shows that the “parcelas” of the Dominican Republic have four types of subsistence
farm households. Some “parcelas” practice e#ective agricultural techniques and those “parcelas” are
in the process of converting to commercial family farms.
Key words : The Dominican Republic, Parcela agriculture, Farm types, New crops, Traditional crops,
Embrio for commercial farm
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